
 

 

 

 

 

 

平成２８年度全国学力・学習状況調査の結果について（４月１９日実施） 

４月に６年生を対象に行われた全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。なお，

この調査で測定できるのは，学力の一部であり，学校における教育活動の一つの側面です。 

【教科に関する調査】 

＜国語＞Ａ（主として知識）もＢ（主として活用）も県や全国の平均より上回っていました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜算数＞Ａ（主として知識）もＢ（主として活用）も県や全国の平均と同程度でした。 

  

 

 

 

 

 

【自分に対する意識調査】 

  今年度の６年生は質問紙の結果を見る限り，遠慮気味というかやや自信がない傾向がみられました。 

今後，大切にしたい項目を８つあげてみました。（数値は割合（％）です。） 

質問事項 当てはまる 
どちらかというと 

当てはまる 

①難しいいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか。 １６．２ ６０．８ 

②自分にはよいところがあると思いますか。 ２３．０ ４８．６ 

③友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか。 １４．９ ３９．２ 

④将来の目標を持っていますか。 ５５．８ ２５．７ 

⑤学校へ行くのは楽しいですか。 ４３．２ ４１．９ 

⑥人が困っているときは，進んで助けていますか。 ２８．４ ４７．３ 

 ⑦人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 ６２．２ ３２．４ 

⑧授業の中で分からないことがあったらどうすることが多いで

すか。（「その場で先生に尋ねる」「授業後に先生に尋ねる」）  
９．５ 

(その場で) 

     ８．１ 

（授業後に） 

   道徳や人権教育を学び，自分や相手のことを大切にしている本田小学校だからこそ，子どもたちに 

は自信をもって「当てはまる」に○をつけてほしいです。 

  運動会では，自分のため，仲間のため，団のために何をすればよいかを考え，テキパキと動いた本

田小の子どもたちです。これからは，日々の生活においても自分に自信がもてるように褒める指導に

徹していきたいです。保護者の皆様，地域の皆様も，子どもたちのよいところを見つけ，褒めていた

だけるようよろしくお願いします。               
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・「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の力が身

に付いています。日頃から「話すこと・聞くこと」を大切にした指導の成果が表れています。 

・特に，ローマ字を書いたり読んだりする力はよく身に付いています。４年生での学びの繰り返

しや５年生での学び直しの成果だと思われます。 

・目的に応じて複数の本や文章などを選んで読んだり，目的に応じて本や文章を比べて効果的に

読んだりする力も高いです。国語の授業で内容や心情を読みとる指導の成果が表れています。

また，チャレンジタイムでテーマに応じた文章を書く指導の成果だと思われます。 

・Ａ問題では，「図形」や「数量関係」の基礎が身に付いています。特に，小数のたし算や図形

の形を求める問題などがよくできています。授業において一人一人の見届けを大切にしている

成果だと思われます。 

・Ｂ問題では，「数と計算」や「数量関係」の力が付いています。朝のチャレンジタイムや少人

数指導の成果だと思われます。 
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